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て評価を行った．取得したデータ数は，1日目 99人, 2日目 99















パターン 再現率 [%] 適合率 [%]
通過者 46.30 53.28
デジタルサイネージ利用者 64.83 76.84
サイネージ以外への興味者 85.90 78.86
4 おわりに
本研究では，デジタルサイネージ周辺の歩行者の行動パター
ン分類を行った．提案手法では，Kinectから取得した歩行者の
速度，位置，向きを用いて機械学習をすることで，約 74%の精
度で歩行者の行動パターンを分類できた．今後の課題としては，
精度の向上，及びさらなるパターン分類によって，利用者の目的
に応じた情報提供を可能とすることである．
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